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天理大学ふるさと会 医療学部会 第２回常任役員会 議事録 

日  時  2024（R6）年 2 月 6 日（火） 午後６時～７時１５分  

場  所  天理大学別所キャンパス５階同窓会室 

出席者  市村、植東、小笠原、小沼、木寺、清水、高田、茶木、畑中、矢谷、山村 （５０音順） 

欠席者  田村、山﨑 

◎自己紹介 

部門 氏名 卒業期 医療学部会 天理大学ふるさと会 

天理看護学院

部門 

高田 幸恵 第 1 看護 ３期 幹事（事務局補佐） 代議員 

小笠原 芳恵 第 1 看護 4 期 監査 役員選考委員 

小沼 真佐代 第２看護２１期 幹事（看護部門長） 女性委員 

清水 あい子 第２看護２１期 副部会長 総務委員 

天理医学技術

学校部門 

市村 輝義 医技 ２期 部会長 副会長 

木寺 英明 医技 ９期 幹事（医技校部門長） 広報委員 

畑中 徳子 医技１４期 幹事長 組織委員 

植東 ゆみ 医技２６期 会計 財務委員 

天理医療大学

部門 

田村 早紀 臨検 ３期 副部会長 代議員 

山﨑 健太 臨検 ４期 幹事（事務局補佐） 情報委員 

矢谷 祥代 看護 ６期 幹事（大学部門長） 会友支援委員 

山村 信也 臨検 ７期 監査 代議員 

 茶木 善成 臨検 1 期 オブザーバー 代議員（議長団） 

   

◎報 告 

  1. 現役員から新役員への引き継ぎ状況 

    1）事務局＜畑中、山﨑、高田＞         はぼ引継ぎ終了 

    2）会計＜植東＞         引継ぎ終了 

    3）各部門＜小沼、木寺、矢谷＞         随時引継ぎ 

2.ふるさと会本部関係＜市村＞ 

   1）ふるさと会の最近の動き（市村） 

      ⑴新体制実行委員会会議 （市村） 昨年 10 月で終了 

      ⑵事務局会議（市村、相原、茶木、中村） 昨年１２月で終了→新体制‘常務会’へ移行 

      ⑶第 1 回常任理事会（2023.10.25, 市村） ふるさと会新役員役職、記念事業等→次回 2024.3.25 

        ⑷記念事業予定  → 記念事業実行委員会は継続。 

           ・ふるさと会館竣工２０周年記念     2024.5.18 

           ・ふるさと会創設９０周年記念       2024.11.2 

           ・母校創立 100 周年記念・創設者誕生１２０年記念  2025.4.23 

           ・ふるさと会海外研修制度５０周年記念     2025.11.1 
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   2) ふるさと会専門員会関係  資料➀参照 

     ⑴総務委員会（会員総会、代議員会などの諸会議の運営および各種文書の起案）＜清水＞ 

月一回の割合で会議（今まで３回開催）、主に新規約等の検討 

⑵財務委員会（予算・決算策定、資産の管理・運用、会費納入の促進）＜植東＞ 

  昨年１１月末に開催、グループライン 

⑶組織委員会（会員データの管理、支部･部会との連携）＜畑中＞ 

  資料➂ 参照  １月３０日開催   

⑷女性委員会（女性会員のキャリア支援と交流、婚活サポート）＜小沼＞ 

  開催なし 

⑸広報委員会（機関誌「ふるさと会報」の編集発行）＜木寺＞ 

  資料➁ 参照  11 月９日 委員長からの説明、12 月 7 日・1 月 11 日 会議開催 

    主に「ふるさと会報」71 号の企画・編集 

⑹情報委員会（ホームページの管理運用、ＳＮＳによる情報発信）＜山﨑＞ 

  欠席の為報告なし 

⑺会友支援委員会（会友への支援全般）＜矢谷＞ 

   開催なし 

◎審 議 

  1.事務局 

    ・議事録書名人を三役とする。三役の署名人捺印の作成を認める。 

 2. ふるさと会報の医療学部会関連の必要ページ数・内容について ＜木寺＞ 

   ・「ふるさと会報」への部会関連記載の必要ページを 1 ページとし、その情報内容の提示があっ

た。→ ➀臨時総会 9/16)の報告（集合写真等） ➁医療学部会会報誌「憩の仲間」第４   

号の概要と QRコード ➂連絡先 ④証明書等の手続き ➄その他      

3.今後の活動又は令和６年度の活動について 

    ・医療部会会報誌「憩の仲間」第４号の発行  

    ・「憩の仲間」の編集担当：各部門長（〇木寺、小沼、矢谷） 

    ・年一回の医療部会総会の開催 

    ・その他 

  4.次回の常任役員会の開催について 

    部会則により年４回の常任役員会の開催を原則として対面で行う。 

    次回の開催予定 令和６年５月２８日（火）午後６時より 別所キャンパス５階同窓会室 

 

議事録書名人 
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資料➀ 

 

 

資料➁ 
会議⽇：令和 6 年２⽉ 6 ⽇ 医療学部会常任役員会 
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ふるさと会広報委員会議の報告書 
担当者：⽊寺 英明 

 ＜令和５年 11 ⽉ 9 ⽇＞ 10 時〜11 時 ふるさと会館にて 
   広報担当責任者（委員⻑）の⾦⼭しげ⼦さんより事前に連絡があり、初めて会議に参加する前に 
  医療学部会からの広報委員の業務内容について説明を受けた。別の委員会は 4 ⽉よりスタートする 

が、「ふるさと会報」の発送が例年 7 ⽉〜8 ⽉の時期なので、年内から始動しないと間に合わないと 
のことであった。 

  「ふるさと会報第 71 号」の掲載内容ごとの担当者がすでに決められていた。私の担当は 
   １）「恩師より」 １ページ 元天理医療⼤学教授 松尾収⼆先⽣を推薦 

依頼者を推薦し、会議で承認を得た後に依頼者に原稿依頼を⾏う。⽂字数や構成は今までの 
ページを参考にして、3 ⽉末までに校正が終わった原稿を提出し、依頼者には礼状と印刷物 
を送付する。 

   ２）「ふるさと会海外研修基⾦を受けた研修者からの報告書」を読んで、１⼈ 1 ページに編集 
     2023 年度の海外研修者は３名で、すでに報告書は提出されていた。 
     ①武器から⾒る近代モンゴルの国際関係（A4 ⽤紙 29 枚）４年⽣男性 
     ②⽇本と台湾の⼥⼦サッカーについて（A4 ⽤紙 16 枚）4 年⽣⼥性 
     ③アメリカの⼀流⼤学の学⽣の学習意識と学⽣新聞の重要性（A4 ⽤紙 17 枚）2 年⽣⼥性 
   ３）「アカデミックカフェ」の原稿の校正を担当 
 
 ＜第１回広報委員会議＞ 令和 5 年 12 ⽉ 7 ⽇（⽊）11 時 30分〜13 時 ふるさと会館 1F会議室 
   １）各部署からの広報委員の⾃⼰紹介 
   ２）「ふるさと会報第 71 号」の掲載内容ごとの担当者の確認 
   ３）医療学部会として、今まで実施してきた会報にかわる会員へのページを確保して欲しいと 
     お願いした。検討して次回の会議までには回答したいとのことであった。 
 

＜第 2回広報委員会議＞ 令和 6 年 1 ⽉ 11 ⽇（⽊）11 時 30分〜13 時 ふるさと会館 1F会議室 
  １）「ふるさと会報第 71 号」の掲載内容ごとの担当者に進捗状況の報告 
    私の担当の「恩師より」では、年内に松尾先⽣に原稿依頼を⾏い、承諾していただき、1 ⽉ 
    31 ⽇を提出期限とさせていただいたことを報告。 
    また、「ふるさと会海外研修者からの報告書」に関しては、３名の⽂章の編集が完了し、事務 
    局より本⼈の了解を得る段階であることを報告。 
  ２）前回の会議でお願いした会員へのページの確保は、「会員からの情報 会員への情報」へは 
    掲載可能であるとの回答を得た。医療学部会会議で必要ページ数や内容を確認すると返答し 

た。 
資料➂ 

会議⽇：令和 6 年２⽉ 6 ⽇ 医療学部会常任役員会 
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組織委員会会議の報告書 
担当者：畑中 徳⼦ 

 ＜令和 6 年 1 ⽉ 30 ⽇＞ 11 時 30〜13 時 ふるさと会館にて 
    
 委員⻑ 井上久光⽒より令和 6 年度の活動に向けて、任期前であるが活動を活性化させる⽬的で開催
され、委員会の⽬的および活動内容について説明を受けた。 

① 役割 
天理⼤学ふるさと会の組織を活性化させる。 
参加・参画する卒業⽣を増やし、さまざまな意⾒・提案を引き出し、それにより卒業⽣の互助機能
を充実させることにより、結果としてふるさと会の充実、⺟校への⽀援強化に繋げていく。 

 
② 活動内容 

  ・従来の地域⽀部（都道府県。海外） … 充実へ向けた取り組み 
  ・部会発⾜の促進  

例） 
² 「職域部会」 … 会社・団体・同業種   例）天理時報社、天理教教会本部 
² 「学域部会」 … 学科、専攻、コースの部会、⾃治会ＯＢＧ会など 
² 「クラブ・サークル」 … 部、同好会 
² 学寮」 … 学寮ＯＢＧ会 

・地区別ふるさと会のつどい … 検討し開催 
  ・記念事業 ･･･ 企画と実施 
  ・ホームカミングデー … 検討し開催（⼤学とふるさと会の共催） 
  ・名簿 … 管理と発⾏（ふるさと会名簿を来年度発⾏を⽬指したい） 

 
 

 

 

 


